
国土強靱化 民間の取組事例 258   初動体制の構築 

自分を守る！ ▶初動体制の構築 02役割やルールを決めている例 

258 漁村での「むら」ぐるみの防災活動 「むらの覚悟」 

取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 
佐伯市米水津・宮野浦地区「むらの覚悟委員会」 - その他事業者 

（漁業） 
大分県 

1 取組の概要 

 「むら」ぐるみでの防災活動 

 佐伯市米水津の宮野浦地区の住民が中心となり設立した「むらの覚悟委員会」は、災害時の対

応をまとめた冊子「むらの覚悟」を発行し、地区住民や水産加工会社をはじめとした地区の事

業所等に配布し、災害時における対応ルールを統一する活動を展開している。また、住民主導

で高台に独自の「避難所」を整備し、飲料水や食料、衣料等の備蓄品を住民で持ち寄るなど、手

づくりの活動をすすめている。 

 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 「むらの覚悟委員会」設立 

 米水津の宮野浦地区は、リアス式海岸で、東日本大震災時に甚大な津波被害が出た東北地方の

漁村と地形が似ている。また、水産加工業が有名な地域で、住民 400人に対し、水産加工業の

従業者が 400人近くおり、その多くは地区外からの労働者である。このため、地元住民だけで

はなく、土地勘のない従業員も視野に入れた防災対策が急務であった。 

 まちづくりや地域活性化等を手がけるＮＰＯ法人「大分研究所」の協力のもと、地区役員と水

産加工業の経営者が協議・相談した結果、「今のうちに対策をしておかなければ、宮野浦地区と

この産業そのものが消滅してしまう」との思

いで一致し、平成 23年 10月「むらの覚悟委

員会」を設立し、今後、予想される南海トラフ

大地震に備え、みんなで生き延びるすべを検

討し、実践している。 

 

備蓄倉庫・避難所を高台に設置 

 「むらの覚悟委員会」は、県の補助金事業を活用し、海外輸送時に多く使用されている大型の

「コンテナ」を購入して防災備蓄倉庫として改造、平成 24年９月、防災意識のシンボルとして

２次避難所となる標高 20メートルの採石場跡地に設置した。また、保管する備蓄品は、住民参

加型の持ち寄り方式とし、各家庭から食品、衣類、毛布、鍋等を収集した。その後も、住民主導

▲「むらの覚悟委員会」発会式の様子 
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により避難所を建設し、資材倉庫、貯水タンクを隣接して設置するなど段階的に避難所を充実

させている。現在、非常食（アルファ化米、缶詰等）は 1,000食分、毛布類は約 100枚を備蓄

している。 

災害時の決めごとをまとめた冊子「むらの覚悟」発刊、配布 

 地区住民のほか、地区外からの労働者や海外の研修生等土地勘

のない従業員もいることから、災害時にみんなで生き延びるた

めの「決めごと」を冊子にした「むらの覚悟」を、平成 24年

3月に発刊した。また、第２版を平成 25年３月に発刊し、地

区全戸及び水産加工会社等地区の事業所に配布し、災害時対応

の意思統一を図っている。 

 

防災意識向上活動 

 日本文理大学との協働により、GPS

測量による津波浸水区域の３D マッ

プを作成し、冊子に掲載している。こ

のような「見える化」による手法を多

く取り入れて、住民の防災意識向上

につなげている。 

 

3 取組の平時における利活用の状況 

 防災学習の展開 

 高台の避難所は、毎年３月と 11月に実施される避難訓練に活用されている他、将来の子どもた

ちの「防災力」を養うため、宿泊体験等に活用されている。 

▲宮野浦地区の津波浸水予想図（11メートル想定） 

避難所 

▲各家庭からの備蓄品を収集 ▲備蓄倉庫の様子 

▲冊子「むらの覚悟」 
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 宿泊体験の際には、炊き出し訓練や、飲料水をつくる造水機の操作の体験を行い、災害時に生

かすことできる知識の体得を目指している。また、「釜石の奇跡」のアニメ等を見て、感想を話

し合うなどの活動も行われている。 

 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  米水津の宮野浦地区の取組は、地区住民が自ら必要と感じることを主体的に実践していること

が強みであり、手づくりの防災活動であることが、コスト面での継続性向上や地域の一体感の

醸成にもつながっていると考えられる。地区住民が主体となった自助・共助の強靱化事例とし

て、他地域においても参考となる。 

 

5 防災・減災以外の効果 

  避難所の整備をきっかけに、高齢者を対象にした「ノルディックウォーキング講習会」等の「避

難＋レクリエーション」イベントが行われており、住民の健康づくりにもつながっている。 

 

6 現状の課題・今後の展開など 

  米水津の宮野浦地区の取組は、多くの国・自治体関係者から視察されており、他地域の防災対

策のモデルとなっている。 

 「むらの覚悟委員会」では、避難所がより一層地域住民の集いの場となるよう、水産加工会社

等の寄付により、避難所周辺桜の木等の植樹を行っている。 

 

7 周囲の声 
 

  宮野浦地区「むらの覚悟委員会」は、住民の主体的で包括的な取組をベースにしながら、地区

外の企業や NPO 等各種団体と連携を取りながら活動を展開しており、そのネットワーク力も

高く評価される。（防災まちづくり大賞選定委員） 

 

▲造水機体験 ▲宿泊体験の小学生 


